
第１回推進協議会における主な意見と
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参考-1



第１回推進協議会における主な意見（とりまとめ）１/２

分類 分野 第１回推進協議会（H25.5.31）における主な意見 協議会における取り組み（案）

考え方
・
目標

関係
機関
の
連携

●信濃川下流域内の上・中・下流域が連携しながら、流域の安

全度を高める治水対策が重要。【新潟市長】

●隣接の三条市と連携した内水対策を実施している地区もあり

今後も水害に強いまちづくりに取り組んでいきたい。

【燕市長】

●信濃川下流域の関係機関が一層連携し、効果的・効率的に地

域防災力の向上を図る治水対策を推進することが必要不可欠。

【田上町長】

●信濃川下流域内にある農業用排水施設を活用し、地域防災力

向上に向けて協力していきたい。

【新潟県農地部長】

●信濃川下流域において、信濃川本川と連携しながら河川改修

等を実施しており、今後も関係機関と連携しながら治水対策を進

めていきたい。【新潟県土木部長】

●関係機関との連携を図りながら、治水対策を進めていきたい。

【北陸地方整備局河川部長】

●協議会を通じて、関係機関のさ

らなる連携を深め、信濃川下流域

の地域防災力を向上させる治水

対策を推進していきたい。

●治水分野と農業関係分野(内水
排除等)の連携について、引き続
き対応を検討していきたい。

ハード
対策

施設
整備
・
更新

●多目的に使用できる災害避難施設を整備し､利活用している。

【弥彦村長】

●過去に整備した排水機場などが老朽化してきており、今後、こ

れらの施設を順次、更新していきたい。

【北陸農政局整備部長】

●信濃川下流域の地域防災力を

向上させるために、必要な施設の

整備や更新を推進していきたい。
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分類 分野 第１回推進協議会（H25.5.31）における主な意見 協議会における取り組み（案）

ソフト
対策

情報
共有
・
情報
提供
・
情報
伝達

●自治会等の役員が毎年代わる場合もあるため、洪水時など
の避難場所等に関して、定期的に説明することが重要。
【長岡市原子力・防災統括監】
●信濃川下流域の自治体等が発信する情報を共有できるよう
な仕組み（プラットホーム）の検討が必要。 【見附市長】
●災害の予防及び発生時の対応に万全を期すよう、防災情
報の関係機関への提供及び共有に関して、今後も緊密に取り
組んでいきたい。【新潟県防災局次長】
●平成23年7月新潟・福島豪雨の経験から、迅速な情報伝達
のために、防災行政無線の整備を進めている。
【五泉市副市長】

●関係機関等と意見交換しながら
｢信濃川下流域情報共有プラットホー
ム｣を整備し、この中で洪水時の避難
場所等に関する情報発信及び情報
共有について検討していきたい。
（資料-2-1参照）

●信濃川下流域の地域防災力を向
上させるために、必要な情報伝達手
段の整備を推進していきたい。

洪水ハ
ザード
マップ
作成

●洪水ハザードマップ作成の手引き（改定版）が通達されたこ
となどもあり、洪水ハザードマップを作成していきたい。
【加茂市長】
●洪水ハザードマップ作成の手引きの改定に伴い、洪水ハザ
ードマップ作成に関して、最大限の支援をしていきたい。
【北陸地方整備局河川部長】

●今後、加茂市の洪水ハザードマッ
プ作成の過程で得られた知見につい
て、協議会で共有していきたい。

防災
教育

●信濃川下流域内で整備中又は、既存の防災ステーションや
資料館等が防災教育の拠点となって連携し、人と人の交流を
通じて、信濃川下流域の防災意識向上に繋げていく必要があ
る。【三条市長】

●防災ステーションや既存の資料館
等が連携し、防災教育等が効率的に
習得できるよう、拠点施設の展示や
広報及びイベント等を実施していきた
い。（資料-2-2参照）
●消防団及び建設業の災害時にお
ける役割について、市民からの理解
や協力が進むよう平時からＰＲを強
化していきたい。（資料-2-3参照）

防災
組織

●水害時などにおける頼みの綱は消防団であり、それでも困
難な場合は建設業であり、両者は非常に重要。【加茂市長】
●災害時に活躍している消防団は海外でも評価が高いが､な
り手がいない等の課題もあり､さらなるＰＲが必要。
【見附市長】
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第１回推進協議会における主な意見（１／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

新潟市 市長 篠田 昭
流域が連携し
た治水対策

信濃川下流域内における上・中
・下流域が連携しながら流域の
安全度を高める治水対策が重要
である。

協議会を通じて、関係機関
のさらなる連携を深め、信濃
川下流域の地域防災力を向
上させる治水対策を推進して
いきたい。

長岡市

原子力・防
災統括監

(市長代理)
金子 淳一

避難場所等
に関する自治
会への説明

自治会等の役員が毎年代わる
場合もあるため、洪水時などの
避難場所等に関して、定期的に
説明することが重要である。

「信濃川下流域情報共有プ
ラットホーム」の中で、洪水時
の避難場所等に関する情報
発信及び情報共有について
検討していきたい。

三条市 市長 國定 勇人

防災ステーシ
ョン等の連携

信濃川下流域内で整備中又は､
既存の防災ステーションや資料
館等が防災教育の拠点となって
連携し、人と人の交流を通じて信
濃川下流域の防災意識向上に
繋げていく必要がある。

防災ステーションや既存の
資料館等が連携し、防災教
育等が効率的に習得できる
よう、拠点施設の展示や広報
及びイベント等を実施してい
きたい。
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第１回推進協議会における主な意見（２／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

加茂市 市長 小池 清彦

洪水ハザード
マップ作成

洪水ハザードマップ作成の手
引き（改定版）が、平成25年3月
に通達されており、当市としても
洪水ハザードマップを作成して
いきたい。

今後、加茂市の洪水ハザー
ドマップ作成の過程で得られ
た知見について、協議会で共
有していきたい。

消防団及び建
設業の重要性

水害時などにおける頼みの綱
は消防団であり、大変な力を持
っていて頼りになる。それでも困
難な場合、役立つのが建設業
であり、両者は非常に重要であ
る。

消防団及び建設業の災害時
における役割について、市民
からの理解や協力が進むよう
平時からＰＲを強化していきた
い。
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第１回推進協議会における主な意見（３／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

見附市 市長 久住 時男

情報共有の
仕組みづくり

信濃川下流域の自治体等が
発信する情報を共有できるよう
な仕組み（プラットホーム）を推
進協議会や幹事会で検討して
欲しい。

関係機関等と意見交換しな
がら「信濃川下流域情報共有
プラットホーム」について検討
していきたい。

消防団のＰＲ

災害時に活躍している消防団
という組織は、海外（ブラジル）
でも評価が高いが、消防団のな
り手がいない等の課題があるた
め、さらなるＰＲが必要である。

消防団の災害時における役
割について、市民からの理解
や協力が進むよう平時からＰ
Ｒを強化していきたい。

燕市 市長 鈴木 力

隣接自治体と
連携した

水害対策

新幹線の燕三条駅周辺におい
て、三条市と連携しながら内水
対策を実施しており、今後も水
害に強いまちづくりに取り組ん
でいきたい。

協議会を通じて、関係機関の
さらなる連携を深め、信濃川
下流域の地域防災力を向上さ
せる治水対策を推進していき
たい。
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第１回推進協議会における主な意見（４／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

五泉市

副市長

(市長

代理)
五十嵐 明

防災行政無
線整備の

紹介

平成23年7月新潟・福島豪雨
の経験から、迅速な情報伝達
のために防災行政無線の整備
を進めているところである。

信濃川下流域の地域防災力
を向上させるために、必要な情
報伝達手段の整備を推進して
いきたい。

弥彦村 村長 大谷 良孝
災害避難施
設の紹介

弥彦の公園内に多目的に使用
できる災害避難施設を整備し､
利活用しているところである。

信濃川下流域の地域防災力
を向上させるために、必要な施
設の整備や更新を推進してい
きたい。

田上町 町長 佐藤 邦義
関係機関の
連携

信濃川下流域の関係機関が
一層連携し、効果的・効率的に
地域防災力の向上を図る治水
対策を推進することが必要不可
欠である。

協議会を通じて、関係機関の
さらなる連携を深め、信濃川下
流域の地域防災力を向上させ
る治水対策を推進していきた
い。
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第１回推進協議会における主な意見（５／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

新潟県

防災局

次長

(局長

代理)

熊倉 健

防災情報の
提供及び

共有

災害の予防及び発生時の対
応に万全を期すよう、防災情報
の関係機関への提供及び共有
に関して、今後も緊密に取り組
んでいきたい。

関係機関等と意見交換しなが
ら「信濃川下流域情報共有プ
ラットホーム」について検討し
ていきたい。

新潟県

農地部

農地

部長
圓山 満久

農業用排水
施設の活用

信濃川下流域内にある農業用
排水施設を活用し、地域防災
力向上に向けて協力していきた
い。

治水分野と農業関係分野（内
水排除等）の連携について、
引き続き対応を検討していき
たい。

新潟県

土木部
土木部長 田宮 強志

関係機関の
連携

信濃川下流域において、信濃
川本川と連携しながら河川改
修等を実施しており、今後も関
係機関と連携しながら治水対
策を進めていきたい。

協議会を通じて、関係機関の
さらなる連携を深め、信濃川下
流域の地域防災力を向上させ
る治水対策を推進していきた
い。
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第１回推進協議会における主な意見（６／６）

機関名 役職
氏名

※敬称略
主な意見 主な意見の内容 協議会における取り組み（案）

北陸

農政局
整備部長 中里 良一

老朽化施設の
更新

過去に整備した排水機場
などが老朽化してきており、
今後、これらの施設を順次、
更新していくものである。

信濃川下流域の地域防災力
を向上させるために、必要な
施設の整備や更新を推進して
いきたい。

北陸地方
整備局

河川部長 入江 靖

洪水ハザードマッ
プ作成に関する
支援

洪水ハザードマップ作成の
手引きの改定に伴い、洪水
ハザードマップ作成に関し
て、最大限の支援をさせて
頂くものである。

今後、加茂市の洪水ハザード
マップ作成の過程で得られた
知見について、協議会で共有
していきたい。

関係機関の連携

関係機関との連携を図りな
がら、治水対策を進めてい
きたい。

協議会を通じて、関係機関の
さらなる連携を深め、信濃川下
流域の地域防災力を向上させ
る治水対策を推進していきた
い。
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